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はできない。
　そして善玉菌優勢状態を維持していると病
気が大発生しなくなります。害虫・益虫のバ
ランスが良くなり害虫が大発生しにくい。そ
れは微生物の多様性というか、昆虫の多様性
といったものでバランスが良くなります。私
はそのバランスを良くするための前提条件が
善玉菌だと思っています。善玉菌の散布は年
間20～30回程行います。ここで善玉菌と悪
玉菌の関係を整理すると、通常落ち着いてい
る状態の時は善玉菌も少なくて大半は日和見
菌という、善玉菌でも悪玉菌でもない菌が大
半を占めています。こういう落ち着いている
状態では余り病気は出ません。そこで善玉菌
を増やすような資材散布なり、発酵肥料を与
えることによって日和見菌が善玉菌に変わり
ます。この状態を維持することで病気や害虫
の発生を防ぐことができます。ただこういう
状態を常に作っておいても、突発的な化学物
質が入ったり、変な要因がある時は日和見菌
がすべて悪玉菌に変わります。この状態のと
きに病気が発生する条件が整い発病するの
で、観察眼が必要です。
　次に灰色カビ病に侵されたレモンができた
年には、全部廃棄しなければなりませんでし
た（図１）。そこでどうしたら灰色かび病を
防げるか。現在は光合成細菌を使っています
が、初期の頃はＥＭ菌を使いました。ＥＭ菌
を散布すると、花びらに茶色っぽいカビが付
きます。これは灰色カビ病菌とは違う菌で
す。毎年こういうふうにカビが出ます。この
カビが出るようになったら、このレモンは、
きれいなレモンになるようになりました。こ
れはとても不思議な現象ですね。
　次に「奇跡のレモン」ですが、リンゴの木
村秋則さんはリンゴを置いていても、９月ぐ
らいまで腐らないそうです。私も３月に過熟

になり土に落ちたレモンがいつまで腐らない
かを観察してみました。一番最後まで傷まな
かったレモンは６ヶ月間土の上にありまし
た。レモンを置いた場所によって傷みの早さ
が違いますが、善玉菌優勢状態が非常に大き
く関係していると思います。

天敵を活用した害虫の抑制

　次に生物多様性に関係しますが、写真の白
いカイガラムシ、イセリアカイガラムシが大
発生し、３分の２ほど収穫皆無になった年が
ありました。これを食べる天敵がベダリアテ
ントウです。この幼虫がイセリアカイガラム
シをいつ食べるのか、それに気が付くまで何
年もかかり、今はそれの管理の仕方が分り、
手で取ったりする時期とこのベダリアテント
ウに食べさせる時期に分けて管理しています

（図２）。

図１　灰色カビに侵されたレモン

図２　ベダリアテントウの捕食風景
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　次はアブラムシを食べるコクロヒメテント
ウというランクＡの天敵です。これは働いて
くれる期間が長く半年ぐらいは働きます。こ
の幼虫はカイガラムシに擬態し、アリに襲わ
れないようにしています。この幼虫は大食漢
でランクＡの天敵昆虫です（図３）。
　次の写真はテントウムシの幼虫がアブラム
シを食べる様子ですが、私はナナホシテント
ウとカマキリを捕まえてハウスの中に投入し
ます（図４）。今年からハウスで栽培してい
るレモネーディアにアブラムシが大発生しま
した。前年にカラスノエンドウの矮化したス
ズメノエンドウという雑草をハウスの隅に播
いておきましたら、テントウムシがハウスの中
で大発生し、全部食べ尽くしてくれました。
　雑草と天敵、生物の多様性ということが現
在の私のテーマであり、露地のミカン園で

は、残す草と残さない草を分けて除草をして
います。またレモンの施設では、無農薬栽培
ですから手で除草しますが、除草も時期別に
取る草と残す草を選別して管理していきます。
取った草も持ち出す時期、持ち出さない時期
に分けてやっています。
　次はカマキリの幼虫や成虫を農家や消費者
が届けてくれるので、それをハウス内に投入
します。これは本当に消費者の皆さんと一農
家がつながっているということです。初恋レ
モンプロジェクトで授産場でもお付き合いが
あって、カマキリの卵があれば、散歩の間に
取ってきてくれます。
　この写真はアブラムシを幼虫が食べている
様子ですが、どんな虫でも食べます（図５）。
餌がなくなると共食いもします。交尾中にメ
スに食べられているオスを見たことがありま
す。これを投入して良かったことはハマキム
シの被害がすごく減りました。ハマキムシの
親は，自分の子供を食べるような怖い虫がい
るところには卵を生みに来ないということだ
と考えています。施設の中にカマキリが一定
の密度でいるということは良い条件の一つに
なるはずです。
　今年の春はナナホシテントウが草むらに余
りいませんでした。しかしアブラムシが大発
生したので、ヒラタアブを網で捕まえて、ハ

図３　アブラムシを捕食するコクロヒメテントウ

図４　アブラムシを捕食するテントウムシの幼虫 図５　アブラムシを捕食するカマキリ



12

ウス内に放したところ、大体アブラムシのい
るとこに卵を生んで、幼虫がこれも食べてく
れました。
　次は除草を草別にやることの大切さです
が、カタバミは三つ葉になっている草で、そ
こに２種類のダニが住んでいます（図６）。
今ではわざとこのカタバミを残して、このダ
ニが増えるようにしています。夏の期間中こ
のダニが大発生します。そうするとこのダニ
を食べるダニの天敵がハウスの中に入ってく
るため、その間レモンがダニで困ることがな
くなりました。ダニはどの植物にも大量に発
生して、それを殺すためにはたくさん農薬を
掛けなければなりませんが、ダニの防除には
農薬を使う必要はないのです。この２種類の
共生関係にあるようなかたちを残すことが重
要で、カタバミの草は取らずに、そのまま残
しますし、コニシキソウの下にも沢山昆虫が
隠れているので、それを残しています。
　次はその他の益虫でキリギリスの仲間がい
ます。ハウスの中に小さな幼虫から大きく
なったものまで結構いますが、ＥＭ菌なんか
を散布するとこれを飲んでいるため、善玉菌
の再現性（昆虫の体内の菌層が善玉菌になる
ことで、昆虫が死んで土に帰るときに善玉菌
を散布するのと同じ効果が現れる）に貢献し
ています。このようにして土壌中に善玉菌が

定着していくのだと思います。こうなるには
3年位かかると思います。もう１つのランク
Ａの昆虫にダンゴムシがいます。これはレモ
ンの葉の葉脈を残して全部食べてくれます。
それが有機物に戻ってまた循環していく、そ
してこのダンゴムシが発生している間は本当
にダニの発生が少ないのです。ダンゴムシは
植物も食べるし、動物の死骸も食べます。森
の掃除屋とか分解屋と言われ、環境が良くな
る一種のバロメーターではないかなと思って
いますが、ホームセンターでこれを駆逐する
農薬が大量に売られています。

生物多様性を利用した栽培の推進

　こうした自然循環の中での生物の多様性を
活かした技術は、手をかけ過ぎず、手をかけ
なさ過ぎずして農業に応用できるものと考え
ています。当園が行っている生物多様性を利
用した栽培を推進するため、私の思う3つの
視点を上げてみます。1番目は「生物多様性
を利用した農業に取り組んでいる生産者と、
そこで作られている農産物の情報発信」です。
多くの方に知ってもらうことの大切さは、無
農薬レモンの販売で苦労したことから痛切に
感じています。情報の発信には生産者自ら
と、それを応援してくれる方々の両者が必要
で、特に応援してくださる方々の情報発信が
重要な世の中だと感じています。
　2番目に「生物多様性を利用した農業で生
産された農産物の買い支え」です。農家の減
少に歯止めがかからない中、皆さんに買い支
えてもらってはじめて、次の年も作ることが
できます。一人一人にそうした意識を持って
もらうことが大切です。
　3番目に「地域文化としての意義の明確化」
です。里山は最低限人の手が入って、生物の
多様性や景観を維持できるものです。当園は図６　カタバミと２種類のダニ
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荒廃園を元のミカン園に戻し、オーナーの皆
さんに開放しています。そうすることで里山
が長い年月維持できます。生物の多様性を生
み出すものは何か、それはどこかということ
を地域の大事な文化としてCOP10という機
会を通して多くの皆さんに今一度確認してい
ただきたいと思います。
　私は農業という生業の中、この3つの視点
をもって生物の多様性に微力ながら貢献でき
ればと、今後もがんばっていきますので応援
をよろしくお願いします。

環境保全型農業を支援する
東海コープの活動

エコファーマー

東海コープ事業連合商品管理本部　
品質管理推進担当部長　斎藤　芳美

東海コープの農業体験活動

　東海コープ事業連合は、東海３県（愛知、
岐阜、三重）で３つの生活協同組合からなる
連合会であり、約70万世帯が加入していま
す。生協で取り組んでいる活動からみると、
今、米作りが大変熱いと感じています。こ
の写真は、豊田と刈谷で行った米作り体験
の風景ですが、JAあいち豊田とは23年間こ
うした体験活動を続けています。ここに生き
生きとした子供さんが写っています。現在で
は、手で植えたり、鎌で刈るところは殆どな
くなった時代なのに、なぜわざわざ田んぼに
入ってこんな体験をするのかといった思いは
ありますが、田んぼに入ることで新しい発見
と感動がたくさん寄せられます。子供たち
は、田んぼに入って少しばかりの体験をする

ことでもご飯がおいしいと実感し、またカエ
ルやバッタがいたりして大変楽しい経験がで
きる場になっています。豊田の田んぼにはホ
ウネンエビやカブトエビが生息しており、私
自身感動しました。これらの生きものは環
境指標生物になっており、孵化から1カ月ほ
どで産卵して世代を全うすること、その卵は
ずっと土中にいて田んぼに水が入る翌年の春
に孵化することを知りました。JAあいち豊
田とは、長年農薬を削減した米作りに取り組
んできましたが、このような生き物に出会う
ことで良い環境が維持できていることを実感
します。生協で行ういろいろな活動のうち、
米作り体験は田植えから田んぼの観察、収穫
を含めた活動のことで、東海３生協で10カ
所開催し、JAの協力を得て約2000名以上が
参加しています。またコープあいちでは豊橋
の加工トマト生産者との体験交流を続けてお
り、地元メーカーと連携してその原料を使っ
たトマトアイスを開発し、大変好評です。こ
うした体験を通して自然や環境、農業の成り
立ちを知る機会になっています。

ドロの感触が気持ちいい !
植えたイネが育つのが
楽しみ !
昼のごはんがおいしかった!
（5月29日  JAあいち豊田）

春に植えたイネが丈夫に
育って感激しました!
黄色く色づいてきれい !
熱かったが楽しかった!
（8月28日  JAあいち中央）

今、米づくりが熱い !
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農産物自主認証制度「栽培自慢」

　「栽培自慢」は、2000年に生協の自主認証
制度としてスタートしました。当時は農薬に
対する不安が強かった時代であり、生協の農
産物に対して大きな期待が寄せられる一方
で、安全安心の内容を問われてもその裏付け
となる根拠を十分に示すことができないとい
う課題がありました。そのような中で、農薬
使用回数の削減を基準にした自主認証のしく
みを立ち上げ、農薬削減に取り組む生産者の
努力を評価し、利用で支えるという仕組みと
して取り組みました。
　「栽培自慢」は、JAS法で定められている「有
機農産物」、農水省ガイドラインで定められ
ている「特別栽培農産物」、それと生産者の
努力を独自に評価し、表示する「任意表示農
産物」としてこれらの基準に適合した農産物
に表示しています。認証の仕組みは、産地生
産者が生産計画や生産履歴、栽培責任者や確
認責任者の記録等をもとに自主申請し、申請
事項や認証基準との適合性を生協事務局で確
認し、毎月開催する認証委員会の審査を経て
認証するというものであり、毎年更新制とし
ています。2009年度は認証品目286品、農産
物事業高で38％、約30億円の農産物が認証
品となっています。
　「栽培自慢」産地は、北海道から鹿児島ま
で130生産者団体、生産者数では延べ約9,000
名強となっており、この取組みによって高い
信頼性を得ていると評価しています。2000
年当時はまだ生産者自身が記録をつける習慣
がない時期でしたし、2002年には無登録農
薬が大きな社会問題となりました。それ以
降、農業分野においては大変な改革が始ま
り、法律も整備され、2006年にはポジティ
ブリスト制度が施行されました。しかし「栽

培自慢」の取り組みを進めてきた生産者にお
いては、使用する農薬を確認して記録を付け
るという仕組みが定着しており、生協農産物
の信頼を高めました。

環境に優しい農業拡大への取組

　農産物は、土づくりを土台にして多様な技
術を組み合わせることで、農薬に頼らない、
健康な農産物を安定的に生産することができ
ると考えています。多くの「栽培自慢」生産
者は、地域の特徴や資源を活かして環境に配
慮した農業生産に取り組まれています。
　岐阜県西濃地域では、収穫直前の田んぼに
レンゲを播き、根粒菌の働きで地力窒素を高
め、環境に優しい農法が継承されています。
化学肥料を抑えるとともに農薬を減らすこと
ができ、特別栽培米のレンゲ栽培「はつしも」
として供給されています。その他の事例とし
て、地域の畜産生産者との連携による堆肥を
活用した土づくり、リンゴや梨生産者では性
フェロモンを組み合わせた害虫発生の抑制技
術の活用、生産から加工、流通までのプロセ
スからリスクを特定し管理するGAP（農業
生産工程管理）手法の導入など、多様な取り
組みが広がっています。
 この写真のテントウムシは、愛知県のピー
マン生産者の天敵を活用した事例です。生協
組合員には、ピーマンの受粉はミツバチで

新たな認証基準としくみ転換への準備
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行っていること、天敵であるテントウムシ等
を活用することで農薬を使用しない栽培方法
を確立していることなど、お知らせしていま
す。これまでの認証基準は農薬の使用回数を
評価のモノサシとしてきましたが、これから
は生産管理の仕組みをきちんと評価し、農薬
削減を成り立たせている多様な技術、環境へ
の配慮、食育交流活動など多面的な取り組み
を評価できるようにした新たな認証の仕組み
へと転換する準備を進めています。

新たな「栽培自慢」への取り組み

　新しい「栽培自慢」認証のしくみとして、
以下のように考えています。農産物の基本品
質として、おいしさ、鮮度、日持ち、栄養が
ありますが、本来きちんと土づくりが行わ
れ、健康に育った作物ならば美味しいはずで
す。この基本品質はぜひ評価項目に入れたい
ものです。
　この他、品質管理面では、GAP、QMS

体的に評価します。
　農業にはいろいろな経営形態や特徴、そし
て多様性があります。それらが作り出す多面
的な価値をこの仕組みの中で評価します。併
せて有機栽培や特別栽培表示も位置付けま
す。これらの生産者の様々な努力の内容を

「栽培自慢」としてお知らせすることで、理
解者を増やし、利用を広げたいと考えていま
す。生協の共同購入という仕組みの中では、
一般慣行栽培のレタスやコマツナと「栽培自
慢」のマークを付けたものを一緒に販売し、
お知らせする場面があります。そこでは価格
差が２割ぐらいならば、「栽培自慢」のマー
クの付いた商品の方が利用数は多く、商品を
選んでいただく目印になっています。具体的
な取り組み内容をお知らせすることで利用者
に結び付くことを経験しています。
　新しい認証のしくみの概念図として、以下
のように整理しています。
　2011年度からの運用を予定しています。

次期「栽培自慢」認証の概念図（イメージ）

GAP QMS 

JAS

（品質マネジメントシステ
ム）、ISO（国際標準化機
構 ）14001や エ コ フ ァ ー
マー等について評価するこ
と、例えば組織ぐるみでエ
コファーマーに登録してい
れば、「自慢の取り組み」
にエントリーし、お知らせ
していくということです。
また、どのような作り方や
どういう努力がされている
か、そして、どのようなこ
とが環境に優しい農業につ
ながっているのか、など具


